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＜お知らせ＞ 

 過去のバックナンバーの電子化・公開作業に関わって、以下のような公示を 2008

年 11月 13日より 2009年 1月 15日までの間、人間科学研究科ホームページ（ＨＰ）

においておこない、「著作権の包括的許諾」を頂戴いたしました。執筆者ご本人か

ら電子化・公開「不許可」のご連絡があったものをのぞき、今後、すべてのバック

ナンバーのご論文を、人間科学研究科ＨＰおよび大阪大学付属図書館（リポジトリ 

OUKA（桜華））上に掲載し、公開していく予定です。 

 本巻発刊の時点においては、すでに公示期間はすぎておりますが、過去の執筆者

の方々からのご指示（許諾の取消）があれば、その時点ですみやかに研究科 HP お

よび OUKA から当該ご論文を削除させていただきます。許諾取消やお問い合わせな

どがある場合は、人間科学研究科の図書室（06-6879-8015）を通じて紀要編集委員

会までご連絡ください。 

 

*********************************************************************** 

『大阪大学人間科学部紀要』（1～25 巻）及び『大阪大学大学院人間科学研究科紀

要』（26巻以降）の電子化・公開に係る著作権包括的許諾の公示について 

＜2008年 11月 13日公示＞ 

 

 現在、『大阪大学大学院人間科学研究科紀要』編集委員会では、本誌の前身であ

る『大阪大学人間科学部紀要』および『大阪大学大学院人間科学研究科紀要』の

掲載論文の電子版を、人間科学研究科ホームページ（HP）および大阪大学附属図

書館の電子コレクションである、大阪大学機関リポジトリ  OUKA（桜華） 

http://ir.library.osaka-u.ac.jp/に掲載することについて検討しております。 

すでに、近年の『大阪大学大学院人間科学研究科紀要』については、出版時に著者

の許可を得て、本研究科 HPおよび OUKAに掲載しておりますが、今回、それ以前の

バックナンバーについても電子化による公開を進めようとするものです。 

 OUKAに掲載することにより、大学として資料を電子的に 永久保存することがで

きるとともに、ネット上からいつでも無料でアクセスできることとなります。加え

て、 Google の検索対象ともなりますので、 さらに多くの研究者の目にとまる可

能性が高くなります。 

 つきましては、過去本誌に掲載された論文の著者の方々から本研究科 HP および
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OUKA に掲載することにつき、ご許諾をいただきたいと考えております。過去本誌

に論文を掲載された著者で、本研究科 HPおよび OUKAへの掲載についてご異議やご

質問のある方は 2009年 1月 15日までに下記連絡先にご連絡賜りますようお願い申

し上げます。 特にご異議の申し出がない場合、ご許諾をいただいたものとして対

応させていただきたく存じます。 

 なお、本研究科 HPおよび OUKAへの掲載は、人間科学研究科と大阪大学附属図書

館が著作権に含まれる公衆送信権と複製権の利用に関する許諾を得て行うもので

あり、著作権の移動は一切発生いたしません。また、著作権者からの指示（許諾の

取消）があれば即時無条件に研究科 HPおよび OUKAから削除されることを申し添え

ます。  

 



370 

編集後記 

 

 『大阪大学大学院人間科学研究科紀要』第 35 巻をお届けいたします。本巻の原

稿執筆、編集・発行にご協力いただきました皆様に心よりお礼を申し上げます。 

 2007年 10月より大阪外国語大学と大阪大学が統合し、人間科学研究科にグロー

バル人間学専攻が設置されるとともに、今までの人間科学専攻の組織の一部見直し

がおこなわれました。本巻は、統合によって多くの新しい教員がくわわった新体制

でのはじめての紀要となります。統合の実りが目に見える形であらわれ、充実した

内容となったのではないかと思います。 

 長年にわたり本学の研究・教育にご尽力いただきました厚東洋輔先生、内海成治

先生、藤田綾子先生は、今年度をもってご退職されます。本巻には、お三方のご経

歴および業績を掲載させていただきました。 

 『大阪大学人間科学部紀要』創刊号から 35 巻を数えることになった今年度は、

本紀要バックナンバーの本格的な電子化を検討し、実現に向けての作業をおこない

ました（前頁＜お知らせ＞をご参照ください）。従来の冊子体としてはもちろん、

さらに電子情報としても、本研究科の研究成果がより多くの方々に届くことを願っ

ています。                            （木村） 

 

 

紀要編集委員 

権藤恭之（行動学系）      小林清治（グローバル人間学系） 
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